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腎嚢胞に合併 した腎細胞癌の1例

一本邦報告例の嚢胞 内溶液の性状一
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   The patient was a 56-year-old male. Renal cyst and intracystic mass were incidentally found 
in the right kidney by ultrasound sonography. Intracystic mass was enhanced. At operation, intra-
cystic fluid was clear and yellow, and its cytology was negative. However, rapid histological 
examination of the intracystic mass showed malignancy. Accordingly, nephrectomy was performed. 

   We then reviewed the characteristics of the intracystic fluid in renal cell carcinoma reported in 

Japan and found that  70  % was bloody intracystic fluid and 30% showed positive cytology. These 
findings suggested that we should to be more careful when diagnosing renal cyst associated with 
renal cell carcinoma only by the examination of the intracystic fluid. 

                                                 (Acta Urol. Jpn. 38: 323-326, 1992) 
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緒 言

同一腎に腎嚢胞と腎腫瘍が共存または合併する頻度

は2～7%i)と 比較的稀である.わ れわれは,腎 嚢胞

壁の一部に腎細胞癌を認めた1例 を経験 したので本邦

報告例の文献的考察を加えて報告する.

症 例

患者:56歳,男 性

主訴:腎 腫瘤の精査

初診:1990年3月1日

既往歴 二50歳,胃 潰蕩
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家族歴:特 記すべきことなし

現病歴:1990年2月,第2内 科で糖尿病の治療のた

め外来通院中,偶 然に腹部超音波で右腎部に腫瘤性病

変が発見され,泌 尿器科に精査目的で入院となった,

現症:体 格中等度.栄 養良.胸,腹 部理学的所見な

く,外 性器,前 立腺に異常を認めず.表 在性 リソパ節

は触知せず.

入院時検査所見:血 液尿生化学検査は,糖 負荷試験

で軽度耐糖能異常を認める以外,異 常を認めず。

腎部超音波1右 腎上極前方に,25×21mmの 境 界

明瞭で内部は均一な低エコー領域と,内 部に7×6mm

の突出する充実性隆起性病変を認めた(Fig.1左).

腎部CT:嚢 胞内部のCT値 は17で,造 影効果は

認められなかった.し かし隆起性部のCT値 は57で,

同部には造影効果が認 められ た(Fig.1右).ま た

DIPで は異常を認めず.右 腎動脈造影は病変部は無

血管野であり,異 常血管は認められなかった.

以上,腎 嚢胞内腫瘤の診断で,3月22日 手術を施行

した.腎 嚢胞は,腎 上極より発生し薄い嚢胞壁を有 し

内部に突出する腫瘍を透見できた.腎 嚢胞内容液は黄

色透明,細 胞診は陰性であったが,腫 瘤部生検の迅速

病理で悪性と診断され,右 腎摘出術を施行した.術 後

の病理検査で,腫 瘍は腎嚢胞内壁に接して発生 し,淡

明亜型腎細胞癌,GI,lNFα,pTIV。N。M。 で,そ の

他の嚢胞壁には癌細胞 は認め られずGibson分 類m

またはN型 と診断された(Fig.2).

考 察
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TabIe1. 腎腫瘍と腎嚢胞合併の本邦報告例(1943～

1990)

腎 細 胞 癌 69例(78%)

腎 嚢 胞 と 腎腫 瘍 合併 の本 邦 報 告 例 は,1943年 の村

上2)を 最初 に,筆 者 が 調 べ えた か ぎ り89例 が報 告 され

て い る(Tablel).過 去 報 告 例 の ま とめ1・3一5)とそ れ 以

男53例(77%):女 且6例(23%)

年齢:平 均52歳(19-73歳)

腎 孟 腫 瘍
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後のわれわれが調べた症例6-27)を併せると69例 が腎細

胞癌である.以 下腎細胞癌合併例に関 し検討する.腫

瘍と嚢胞の合併形式では,Gibson分 類28)が有名で,

腫瘍と嚢胞が離れて存在する1型,腫 瘍内部から嚢胞

が発生したと考えられるll型,嚢 胞壁内に腫瘍が存在

するm型,腫 瘍の末梢部に接して2次 的に嚢胞が発生

したN型 に分類され,合 併形式の理解には都合が良い

い.し かし摘出標木の検討でさえ正確な分類は困難な

ことが多い.ま た腎細胞癌が嚢胞様変性を起こす頻度

は4～29%と いわれているが,腎 襲胞が癌化するかど

うかは不明17)である.

単純性腎嚢胞か否か,診 断上有効な情報を提供して

くれると考えられる嚢胞内液の性状に関し過去の報告

の記載を基に検討 した.本 邦報告69例 中,皿 ～】V型と

考えられるのは52症 例で,う ち31/44例(70%)が 血性,
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Table2.腎 細胞癌と腎嚢胞合併の本邦報告例の嚢

胞内容液の性状

内容液血性 細胞診陽性

Gibson皿 型22例:且5/18(83%)1/5(20%)

Gibson皿 型19例:監2/18(67%)3/8(38%)

Gibson】V型11例:4/8(50%)0/2(0%)

52例31/44(70%)4/15(27%)

13/44例(30%)が 非血性.欧 米では,20～35%29),

25%以 上30)が血性とい う報告がある.細 胞診は,陽 性

が4/15例(27%),陰 性がll/15例(73%)で あった.

そ して,両 者共陽性は2/14(14%)し か認められなか

った(Table2).こ の正診率の低さは,腎 嚢胞の発生

原因が影響すると考えられる.ま た,腎 嚢胞で嚢胞液

が血性である頻度は,0.3～11.5%30)と の報告があ り,

かなり高率である.

以上より,画 像診断で単純性腎嚢胞の基準を満足し

ない症例に対 して,経 皮的な嚢胞内溶液の性状だけで

良悪を判定するには充分な注意が必要であると思われ

た.

最後に,今 回われわれは全摘を施行したが,部 分切

除術も充分考えられる.ど ちらに しても予後に有為差

はないという報告があ り,今 後部分切除術も考えてい

きたい,

結 語

腎細胞癌と腎嚢胞の合併 した1例 を経験 し,本 邦報

告例の嚢胞内容液に関し検討 した結果,嚢 胞内容液が

血性は70%,細 胞診が陽性は27%で あ り,腎 細胞癌が

合併するか否か,嚢 胞液の結果を元に判定するには充

分な注意が必要と思われた.

本稿の要 旨は,第132回 日本泌尿器 科学会関西地方 会にお

いて発表 した.
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